
吉
田
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

予
約
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

（
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）

な
ど
地
域
公
共
交
通
は
、

高
齢
者
の
移
動
の
確
保
だ

け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
、

児
童
や
生
徒
の
通
学
保
障

と
安
全
対
策
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
公
共
交

通
を
利
用
で
き
な
い
人
た

ち
の
外
出
確
保
の
機
会
等
、

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち

の
課
題
で
も
あ
る
。

現
在
運
行
さ
れ
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用

状
況
と
、
昨
年
度
の
事
業

費
が
い
く
ら
か
を
聞
き
た

い
。

笹
谷
副
市
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利

吉
田
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で

も
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で

も
、
も
っ
と
多
く
の
市
民

に
利
用
し
て
も
ら
え
ば
、

市
の
負
担
す
る
行
政
単
価

も
少
な
く
な
る
と
考
え
る
。

先
日
も
あ
る
高
齢
者
夫

婦
か
ら
１
通
の
手
紙
が
届

い
た
。
そ
こ
に
は
、
「
通

院
の
た
め
に
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
て
い
る
が
、
家
計

に
負
担
が
か
か
る
。
香
芝

市
で
は
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

を
１
回
200

円
で
利
用
で
き

る
が
、
桜
井
市
で
も

安

く
し
て
ほ
し
い
。
」
と
書

か
れ
て
い
た
。

（
現
在
桜

井
市
は
500

円
）

市
は
今
年
度
中
に
新
し

い
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
を
策
定
す
る
が
、

地
域
住
民
の
参
加
と
ニ
ー

ズ
を
で
き
る
だ
け
細
か
く

把
握
し
て
計
画
に
反
映
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

松
井
市
長

昨
年
、
市
内
３
，
０
０

０
世
帯
と
、
別
途
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
こ
な
っ

た
。
そ
の
結
果
を
分
析
・

反
映
さ
せ
た
う
え
で
、
持

続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。
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吉
田
議
員

桜
井
市
清
掃
公

社
の
汲
み
取
り
戸

数
、
汲
み
取
り
人

口
、
浄
化
槽
基
数
、

し
尿
の
年
間
収
集

量
は
、
人
口
の
減

少
に
よ
り
年
々
減
っ

て
い
る
。
清
掃
公

社
の
収
入
の
大
き

な
比
重
を
占
め
て

い
る
、
し
尿
収
集

受
託
収
益
を
昨
年

度
と
比
べ
る
と
、

三
百
４
２
万
円
収
入

を
減
ら
し
て
い
る
。

今
後
、
さ
ら
に
事

業
規
模
に
合
わ
せ
た

業
務
体
制
と
、
持
続

可
能
な
事
業
運
営
を
お

こ
な
う
必
要
が
あ
る
。

福
井
環
境
部
長

人
口
減
少
の
た
め
汲

み
取
り
事
業
は
縮
小
す

る
と
考
え
て
い
る
が
、

新
規
の
住
宅
建
設
に
よ

る
浄
化
槽
の
需
要
は
今

後
も
一
定
程
度
見
込
ま

れ
る
た
め
、
清
掃
公
社

の
事
業
は
継
続
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ご
あ
い
さ
つ

６
月
定
例
議
会
が
６
月

８
日
か
ら
27
日
ま
で
の
、

20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
、
一
般
質
問
は

（
１
）
桜
井
市
の
地
域
公

共
交
通
と
（
２
）
県
域
水

道
一
体
化
に
つ
い
て
松
井

市
長
を
質
し
ま
し
た
。

た
だ

地域住民の声を細かく反映させた
地域公共交通計画の策定を

議
案
審
議
（
概
要
）

桜
井
市
清
掃
公
社

の
経
営
状
況
に
つ

い
て

業務体制と事業運営の改善が必要

多

く

の

市

民

に

利

用

し

て

も

ら

え

ば
単

価

は

安

く

な

る

近畿運輸局奈良運輸支局説明

資料（Ｈ31）より転載

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
分
析
・
反
映
し

た
い

桜
井
市
で
も
、

安
く
し
て

ほ
し
い
ね
。

用
状
況
と
事
業
費
は
（
左

別
表
）
通
り
で
あ
る
。

桜井市の地域公共交通
（２０２１年度）



吉
田
議
員

県
域
水
道
一
体
化
に
向

け
た
情
報
が
入
ら
な
い
中
、

松
井
市
長

２
０
２
４
（
Ｒ
６
）
年

度
中
に
企
業
団
を
設
立
し
、

２
５
（
Ｒ
７
）
年
度
か
ら

事
業
統
合
を
目
指
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
、
今
年

度
中
に
は
企
業
団
設
立
後

の
施
設
整
備
計
画
や
財
政

運
営
、
組
織
体
制
等
を
取

り
ま
と
め
て
基
本
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
企

業
団
へ
の
参
加
の
最
終
判

断
と
な
る
基
本
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
（
図
1
参
考
）

吉
田
議
員

奈
良
県
は
一
体
化
に
向

け
た
２
０
４
８
年
ま
で
の

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
水
道
事

業
に
お
い
て
各
市
町
村
が

単
独
で
経
営
す
る
よ
り
、

一
体
化
の
企
業
団
を
選
択

す
る
方
が
、
水
道
料
金
が

安
く
な
る
と
い
う
試
算
を

し
め
し
た
。

（
※
右
表
）
た
と
え
ば
、

一
体
化
し
た
時
点
で
は
、

供
給
料
金
（
水
道
料
金
）

は
、
単
独
経
営
の
場
合
と

比
較
す
る
と
、
23
円
（
1

㎥
当
た
り
）
安
く
な
る
と

試
算
し
て
い
る
。

し
か
し
、
奈
良
県
全
体

の
水
道
事
業
の
30
％
の
規

模
を
持
つ
奈
良
市
が
一
体

化
か
ら
抜
け
た
場
合
は
、

水
道
料
金
が
変
わ
る
と
考

え
る
が
ど
う
な
の
か
。

村
上
上
下
水
道
部
長

奈
良
市
が
抜
け
た
場
合

は
、
統
合
後
の
水
道
料
金

に
影
響
す
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
し
か
し
、
奈
良

市
は
一
体
化
の
協
議
会
か

ら
抜
け
た
わ
け
で
は
な
く
、

参
加
を
前
向
き
に
検
討
す

る
と
発
言
し
て
い
る
。

吉
田
議
員

奈
良
県
の
計
画
で
は
、

現
在
16
あ
る
浄
水
場
の
う

ち
９
ケ
所
を
段
階
的
に
廃

止
し
、
関
連
す
る
調
整
池

や
配
水
池
、
送
配
水
管
な

ど
も
廃
止
を
さ
れ
る
。

（
図
２
参
考
）

一
方
、
奈
良
盆
地
周
辺

に
は
、
奈
良
盆
地
東
縁
断

層
帯
、
中
央
構
造
断
層
帯
、

桜
井
浄
水
場
の
真
下
を
走
っ

て
い
る
名
張
断
層
帯
な
ど

が
あ
り
、
万
一
の
災
害
で

送
水
管
が
破
断
し
た
場
合
、

市
町
村
が
持
つ
自
己
水
源

が
あ
れ
ば
復
旧
ま
で
の
間
、

安
全
な
水
を
供
給
す
る
こ

と
に
貢
献
す
る
。
（
図
３
）

奈
良
県
の
提
案
す
る
各
自

治
体
の
自
己
水
源
の
放
棄

は
、
防
災
面
で
も
危
険
な

行
為
で
あ
る
。

松
井
市
長

私
も
防
災
面
に
お
い
て
、

自
己
水
源
は
有
効
な
も
の

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
う

え
で
、
施
設
間
相
互
の
水

の
融
通
や
予
備
能
力
の
保

持
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

地
震
に
よ
る
災
害
や
事
故

の
発
生
等
に
お
け
る
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
機
能
を
確
保
す

る

こ

と

が

検

討

さ

れ

て

い
る
。
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４６－４９３０
必ず、電話し
てからお越し
下さい

開
業
前
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

今
年
度
中
に
は
基
本
協
定
の
締
結
が
予

想
さ
れ
る

奈
良
市
が
離
脱
し

た
場
合
は
・
・

自
然
災
害
の
対
応
は
複
数
の
水
源
確
保
で
こ
そ

自
己
水
源
の
放
棄
は
危
険
行
為

8/1～8/12｢原爆パネル

展示」が行われました

2025（Ｒ7）年度一体化時の料金（下表）

開
業
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
を
聞
き
た
い
。

防
災
面
に
お
い
て

自
己
水
源
は
有
効

奈良県は、

①人口減少に

伴う給水収

益の先細りに

より適切な更新事業費の確保が困

難になる。②水道事業の維持に対

して十分な技術力・人員の確保が

困難になっていく。今後も安全・

安心な水道水を将来に渡って持続

的に供給するうえで、「持続」

「強靱」「安全」の確保、水道サー

ビスの向上及び平準化並びに水道

料金の上昇抑制を図ることが必要

となる。そのためには水道の広域

化が有効であるとしています。

（一体化検討会資料より）

奈良市が一体化から抜けた場合や

５年ごとの料金改定があることな

ど、不安要素が多すぎます。

世
界
で
大
き
な
戦
争
が

起
こ
っ
て
い
る
現
在
、

核
兵
器
使
用
の
危
機
が

増
大
し
て
い
ま
す
。
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の

悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
。
核
の
脅
威
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

図書館ロビーにて

県域水道
一体化の理由

室王ダム管理所ＨＰより

図1

図2

奈良県広域
水道企業団
設立準備会
資料より作
成

図３


